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研究成果の概要（和文）： 
 本研究においては、イングランドの多文化状況における小学校内におかれている幼児教育課
程に焦点を当て、要素論的子ども理解や評価に基づいた教師主導の学習活動が中心となった教
育課程を観察した。このような教育課程において、多文化状況であるがゆえに、教師は人間的
諸能力（人間関係やコミュニケーション能力）の形成に重点をおいていた。このように教師主
導の学習活動による形式陶冶にこそ、潜在的な文化的同化機能が強まる可能性がある。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 The Early Year Foundation Course in multicultural circumstance in England was 
shed light on and the teacher-led curriculum with evaluation/understanding of children’s 
learning based on elementalism was observed. In this curriculum, the teacher observed and 
interviewed valued to form the human abilities, such as human relationship skills and 
communication skills, for the children from different cultures and lower social and 
economic status, in particular. This study found that such formal discipline with 
teacher-led activities could strengthen the hidden function of cultural assimilation.  
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研究分野：教育学 
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１．研究開始当初の背景 
（１）2001 年のセンサスによると、イング
ランドの人口の約９％がエスニック・マイノ
リティであり、とくに産業都市地域に集中し
ている。戦前は、アイルランド系、ユダヤ系
移民が、戦後は、カリブ系、インド亜大陸系、

最近では、東欧系移民が増えている。 
 
（２）イングランドにおいては、1980 年よ
りナショナル・カリキュラムとして、イング
ランドが国家として学校教育課程、教育内容
を定めるようになったが、そこでは学習成果



が学力試験によって測られ、品質保証を求め
られている。このような中で、エスニック・
マイノリティ児童生徒の学力が教師のエス
ニック・マイノリティへの先入観によって影
響を受けているとの報告がある。 
 
（３）英国においては、2005 年より帰化申
請（および永住権申請）する際に英語の試験
とともに、英国の生活事情に関する知識を問
う試験に合格する必要がある。ここでは知識
のみを問うのであり、「統合」を目指してい
るとのことであるが、実質的には「同化」を
意味しないのかという議論もある。これまで
の英国の「市民権」の考え方（コモンウェル
スの市民に同様の市民権を与えてきた）から、
実質的に英国社会に統合された「市民」を求
める動きへと政治的に移行している。このよ
うな動きも学校教育に影響を与えていると
考えられる。 
 
２．研究の目的 
 本研究においては、イングランドの多文化
状況における初等教育、とくに幼児教育課程
という場で、子どもたちがどのような文化化
を受け、価値観を形成するのか、環境と子ど
もの相互作用の視点から考察する。その際、
学校教育制度がもつヒドゥンカリキュラム、
とくに、教育課程そのものが持つ潜在的な文
化的同化機能に着目する。 
 
３．研究の方法 
（１）データの収集 
① 戦前より移民を受け入れ続けている都
市リバプール市において、2008 年 10 月には、
3 つの小学校の Foundation コース（3 歳児、
4 歳児）を参与観察し、その中からよりエス
ニック・マイノリティの多い S 小学校を選択
し、2009 年 7 月に 5 日間の参与観察および
教師へのインタビューを行った。 
 
② 2008 年 10 月のフィールドワークにおい
て、参与観察においては観察記録と写真撮影
による記録、一部ビデオ撮影を行い、2009
年 7月はレッスン場面を中心としたビデオ撮
影と観察記録によって記録を残した。また、
教師とのインフォーマルな話し合いも適宜
記録として残した。教師へのインタビューは、
教師自身の教育観や子ども観を知ることを
目的とし、「教師自身のキャリアについて」
「EYFS について」「L, F, To, Te の 4 名の
子どもたちについて」「学級経営について」
の 5つの話題を中心とした半構造的インタビ
ューの形で、最終日に行った。 
 
（２）データの分析 
 本研究においては、観察記録や教師とのイ
ンフォーマルな会話からの記録、ビデオ撮影

した動画を何度も見ながら、子どもたちの人
的環境、物的環境、社会的環境を通して、幼
児教育課程の特徴を浮き彫りにし、そこでの
育ちの可能性を考察した。その上で、教師へ
のインタビューをテープ起しし、その内容を
教師の教育観・子ども観という視点から分析
し、考察した。 
 
（３）倫理的配慮 
 個人名が特定されないことを条件として、
研究への協力を得たため、学校名、個人名は
記号にて記すこととした。また写真やビデオ
画像については、学校が保護者に入学当初に
確認を取っており、許可を得られた子どもの
みの撮影となっている。（S小学校の当該クラ
スについてはすべての子どもたちが許可さ
れた。）また、今回の研究において撮影した
ものは、研究のためのみに利用することを書
面において学校に確認している。 
 
４．研究成果 
（１）イングランドにおける幼児教育課程と
幼児の学校生活 
 
① 幼児教育課程および評価の仕組みとそ
の課題 
 2008 年 10 月に行ったフィールド調査にお
いて、3 つの小学校を観察した。初等教育は
5 歳児から第１学年が始まるが、3 歳児、４
歳児の幼児教育課程が併設されており、無償
で受けることができる。第１学年から始まる
キーステージ（KS)という段階に対して、3歳
児、4 歳児を合わせて基礎段階（Foundation 
Stage)とし、それぞれを、ナーサリー・クラ
ス、レセプション・クラスとしている。 
 幼児の学校生活では、登校後、クラスごと
に朝の集いがあり、自由遊びをはさんで、午
前と午後に1つずつ20分から40分程度の「レ
ッスン」が行われ、また帰りには集いがあり、
下校となる。レッスンにおいては、３R's の
基礎的内容を中心とし、「教科」ではなく、「学
びの６領域」の内容が扱われる。 
 1988 年より始まったナショナル・カリキュ
ラムに、2002 年、幼児期のカリキュラムが組
み込まれ、細かく評価項目が定められたため、
各担任は、「レッスン」以外の「自由遊び」
の時間を利用し、記録を作成し、評価項目を
示す記号を付していた。評価項目は、6 領域
を 13(表１）に分け、その各項目について、
９つの評価規準で示され、その項目の発達段
階が表現される。 
 
 あるクラス（4 歳児 レセプション）の男
児について担任が以下のような記録を残し
ている。「Aはパターンを使ってクモの形を作
った。SSM④」「Aは、『暖炉』を造った。彼は
園庭を歩き回り、木でできたものを集めてき



た。『木だけが燃えるんだよね』といい、自
分の暖炉用に木をたくさん積んでいた。CD⑦、
LCT③⑤⑥、KUW④」評価項目のアルファベッ
トと評価規準の数字の組み合わせで示され
た文末の記号は赤字で記されている。（例と
して SSMの評価規準４～８については、表２） 
 

表１ 幼児教育課程 評価項目 

 

４ 簡単な型（パターン）

について話したり、

気づいたり、再現し

たりできる 

簡単な型について気づい

たり、表現したりできる。

様々なメディアや素材を

利用し、簡単な型を作る

ことができる。生活環境

の中で経験する型につい

て気づくことができる。

５ 日常的な言葉を用い

て、位置を表現でき

る 

日常的な言葉、例えば、

「下に」「中に」「～の上

に」「間に」「～のむこう

に」といった言葉を用い

て、位置について表現し

たり、それを理解したり

する。 

６ 個体や二次元の形に

ついて、その大きさ

や形を「丸」「より大

きい」といった言葉

を使って表現できる 

個体や二次元の形を比べ

たり、それらについて話

したりする際に、適切な

言葉を使い、理解する。

文脈の中で、「形」「平面」

「曲っている」「丸い」「ま

っすぐ」「角」「側面」「端」

「丸める」「横にずらす」

といった言葉を理解した

り、使ったりする。 

７ 「より大きい」「より

小さい」「より重い」

「より軽い」といっ

た言葉を用い、量を

比較することができ

る 

量を比較するための言葉

を適切に理解し、用いる

ことができる。比較級の

語を用いずに表現するこ

ともある。 

８ 実際の場面におい

て、発達しつつある

数学的な考え方や方

法を用い、問題解決

をすることができる

様々な文脈の中で、現実

の場面で問題解決をする

ため、学んだ数学的考え

方を応用することができ

る。 

表２ The Foundation Stage Profile(2002)より訳著者 

評価項目 SSM について 

 
６領域 評価項目（略記号） 

傾向と態度（ＤＡ） 

社会性の発達（ＳＤ） 

人格的、社会的、

感情的発達 

情緒的発達（ＥＤ） 

コミュニケーションと思考における

言語（ＬＣＴ） 

音と文字の関連（ＬＳＬ） 

読むこと（Ｒ） 

コミュニケーシ

ョン、言語、 

読み書き 

書くこと（Ｗ） 

数字と数量（ＮＬＣ） 

計算（Ｃ） 

問題解決、論理的

思考、数の運用 

形、空間、計測（ＳＳＭ） 

世界についての

知識と理解 

世界についての知識と理解（ＫＵＷ）

身体の発達 身体の発達（ＰＤ） 

創造性の発達 創造性の発達（ＣＤ） 

 このように、幼児の発達を評価するために、
根拠となる幼児の行動を記録し、それをルー
ブリックに照らして判断するため、客観的で
アカウンタブルな評価となっている。ただ、
ここには、課題も残っている。 
 まず、13 の評価項目についてである。６領
域について、カリキュラムには KS 以上の「教
科」ではなく、子ども達の遊びや学びの側面
として「領域」の意味を強調しているにもか
かわらず、評価の段階ではより細分化し、そ
の到達課題を示し、数値化することで、子ど
もの成長をホリスティックに捉えるのでは
なく、要素論的に捉える結果を招くという矛
盾をはらんでいる。つまり、「６領域」は、
本来、子どもの成長の側面として観察されう
る領域、もしくは成長のホリスティックな有
り様を表現する道具としての説明概念であ
ったが、より細分化され評価規準としての機
能を果たそうとすると、それは子どもの在る
べき成長の要素として実体化し、13 の評価項
目×９点の評価規準＝117 規準でもって、幼
児期の成長が説明できるという要素論的幼
児観に導きかねない。 
 つぎに、上記とも関連するが、この評価規
準を設定することで、教員の子ども理解のあ
り方が変化する可能性がある。数多くの項目
について、日常の観察の積み重ねから評価を
しなければならないため、子どもを観察する
視点がこの項目にしばられる。実際に上にあ
げた教員は、一人ひとりについて綿密な観察
と記録を行っているが、評価項目と規準に合
致する点についての記録を取っていた。厳密
で正確な評価を行おうとすればするほど、こ
れらの項目についてより多くのデータを要
するからである。このような状況においては、
一人の子どもをその子ども以外の別の「もの
さし」で測る「観察」の視線となる。この「観
察」の視点で子どもと関わると、子どもと共
感的で、相互作用的（transactional な）関係
が築きにくくなってしまうのである。（佐伯
胖、2007） 
  
② EYFS(2008）における EduCare の取組み 
 2008 年、幼児教育はナショナル・カリキュ
ラムから切り離され、教育と福祉（養護）を
統一した EduCare の実現をめざした、幼児教
育基礎課程（The Early Year Foundation 
Stage）がスタートした。この EduCare の取
り組みでは、「遊び」や「日課」が再評価さ



れ、幼児の生活をより連続性を持ったものと
して捉えられるようになった。 
 この背景には、多くの公立小学校において、
「過半数が移民であったり、移民でなくても
生活上の格差が大きく、ネイティブであるに
も関わらず言語運用が極端に弱い子どもた
ちが出現してきたことが挙げられる」とのこ
とであった。（2008 年 10 月 A 教員）したがっ
て、この小学校においては、3 つのケアを行
っていた。移民の子どもたちへの文化的配慮、
格差に起因する言語表現力の低下への対応、 
子どもたちの精神的安定や栄養への配慮の 3
つである。 
 まず、移民の子どもたちへの文化的配慮で
あるが、レッスンにおいて、移民の子どもた
ちの故郷について話し合ったり、部屋の装飾
に外国語の言葉で書かれたものを使用した
り、玩具に障碍者や老人、多様な人種を含ん
だフィギュアを用意するなど、多様性につい
ての学びの機会を持っていた。また、宗教へ
の配慮から、飲食への配慮はもちろんのこと、
カトリック系の小学校であるにもかかわら
ず、「お祈り」の場面においても、各自の宗
教作法をするよう指示していた。 
 次に、言語表現力の乏しい子どもたちへの
配慮であるが、語彙を増やすためのレッスン
の工夫として、同意語や同じカテゴリーの言
葉を集める学習活動を行っていた。（実際に
観察している中にはなかったが、掲示物で以
前の取り組みが分かるものが見られた。） 
 最後に子どもの精神的安定や栄養への配
慮として、ある小学校では教室の前の廊下の
壁に「Sad」「Angry」「Happy」「Sleepy」のパ
ネルとそれらを表す顔のイラストが貼られ
ており、朝子どもたちが登校したときに、自
分の気分に近い場所に自分の顔写真のカー
ドを貼るようになっていた。教員はとくにネ
ガティブな気分の子どもには個別に対応し
ている。また栄養状態のよくない子どもを支
援するため、簡単な朝食を用意したり、政府
から配給されている牛乳と野菜や果物を学
校にいる間に摂るよう促したりしている。 
 
 このように、2008 年以前からも学校現場に
おいては、子どもたちの心身、学力両面の育
ちを援助してきていたのであるが、政府の
EduCare の方針によって、この動きはより強
まると考えられる。しかしながら、「遊び」「日
課」の再評価によって、子どもの育ちをより
ホリスティックに理解することが理念とし
て求められているものの、先に述べたように、
その教育計画や評価の方法はこれに矛盾し
ている。教師一人ひとりの教育計画、評価の
運用において、その意味を自覚し行うことが
求められる。 
 
（２）S小学校 4歳児クラスにおける生活 

 2008 年 10 月に 1日、2009 年 7 月に 1週間
フィールドワークを行った S小学校は、児童
数約 200 名（加えて、ナーサリー・クラス
に例年 25 名程度）の中規模校である。最貧
困状態ではないものの、労働者階級や移民の
多い地域の学校であり、過半数がイギリス国
籍ではない外国人の子ども達である。また、
移民や在留民の子どもたちの出身もヨーロ
ッパ系、アジア系、アフリカ系、カリブ系と
多様である。 
 観察に訪れたのは、9 月から学年が始まり、
少し子ども達も生活に慣れてきた 2008 年 10
月 29 日(水)と、学年末にあたる 2009 年 7 月
6 日から 10 日である。S 小学校については、
レセプション・クラス（4 歳児 28 名）に入り、
観察を行ったが、ナーサリー・クラス（3 歳
児 22 名）も自由遊びは合同でもたれている
ので、とくにクラスを限定したものではない。
レセプションには担任教員が 1 名と加配 1 名、
加えて教育実習生 1 名、ナーサリーには、担
任教員 1 名と保育士 1 名が入っていた。すべ
てのスタッフがイングランド人であった。 
 
① レッスン 
 当該レセプション・クラスにおいても、午
前と午後に「レッスン」という一斉授業によ
る学習時間が設けられている。内容としては、
「フォニック」と呼ばれる綴り（アルファベ
ット）と音の学習、数・形・量に関する学習、
「水」「宗教行事（インドの宗教行事）」「動
物」「隣人」「世界」等のトピックについての
学習の 3種類の学習活動、また全員で歌う活
動、ダンスやストレッチやマッサージといっ
た身体に関する活動、非常勤教員によるスペ
イン語のレッスンであった。  
 ３R's の学習（「フォニック」のレッスンや
数・形・量に関する学習）では、教科書は用
いないものの、教育（学習）内容、教材が教
員によってあらかじめ準備され、それにした
がって、子どもたちが概念を習得することを
目的としていた。担任教員は、反復や練習と
同時に、フォニックにおいては、一般に用い
られる例（へびの出す音と形から Snake の S
を学ぶ）以外にクラスの子どもの名前を利用
する等工夫をしたり、量のレッスンでは、実
際に調理の活動に使っている野菜を利用し、
実物・具体と抽象的概念を結びつける工夫を
したりしていた。しかしながら、ここでの概
念習得は、子ども自身が遊びや生活の中で行
う自発的概念獲得ではなく、抽象的概念操作
に留まったものである。 
 トピック学習については、子どもたちがそ
のトピックについての活動を行う形で進め
られるものと、教員が教育内容を子どもたち
に話してきかせ、内容を確認する形のものが
見られた。 
 前者では、例えば、観察期間前に訪れた牧



場でみた動物を思い出し、どのような特徴が
あったのか、話し合い、それを絵画や作文で
表現する活動、また、自由遊びや生活の中で
の水の形や動きを思い出し、そのような様子
を言葉で表すにはどのように言うのか、子ど
もたちに挙げさせ、それを実際に自由遊びコ
ーナーでそれぞれ試してみたり、製作で表現
する、といった活動があった。後者では、例
えば、インドの宗教行事について、教員が調
べてきた内容を素話し、内容を子どもたちを
当てながら確認していくといったものであ
る。トピック学習においても、随所に３R's
の活用が目指されており、第一の学習内容の
応用がどの程度できるのかという点に重点
がおかれ、いずれにタイプであっても、子ど
も主導ではなく、教師主導のものとなってい
た。観察中には見られなかったものの、以前
行った「スーパーヒーロー」では、子どもた
ちからテーマの発案があり、自分自身の独創
的な「スーパーヒーロー｣について、製作や
作文等の形で各自の展開が見られ、それがク
ラスで共有されるという 5週間にわたる活動
となったことがあり、子ども主導の活動も行
われる可能性があるとのことであった。 
 「隣人」「世界」のトピック学習では、子
どもたちの身近な隣人たちについて意見を
挙げさせ、その人たちと自分との関係につい
て話し合う。それについて、絵画や作文によ
って表現するという活動があり、その後日、
世界地図をみながら、クラスの子どもたちの
出身地を一つずつ探し、「隣人」が世界中に
いること、世界中の人々が「隣人」であるこ
とを学習した。幼児期には、自他の差異につ
いて具体的に気づいてくる時期であり、その
気づきが時に差別的に表現されることがあ
る。（G.M.Naughoton and K.Davis,2009)当該
クラスの子どもたちは普段何気なく多文化
な中で子ども同士の関係をもち、親しく関わ
っているが、教師のねらいは、このクラスで
異なった人々が「隣人」であることを意識的
に確認することであった。 
 音楽や身体に関する活動では、技術をとい
うよりも、楽しさやリラックス・気持ちのよ
さ（音やリズムで遊ぶことの楽しさ、みんな
で合奏したり歌うことの楽しさ、ストレッチ
の気持ちよさ、マッサージをすること、され
ること（スキンシップ）の気持ちよさを味わ
うこと）を目的としていた。上記のような「隣
人」や「世界」といったレッスンのあった日
の午後やランチ前の短い時間に行われてお
り、クラスで楽しさや心地よさを共有するこ
とは、心身の緩和と同時に、上記で得た概念
を定着させる意味があったようである。 
 
② 自由遊び 
 The Foundation Stage Profile による評価
の中心的な観察は、この自由遊びの時間に行

われることとなっている。本来、子どもたち
が好きな遊びを選んで行っている姿から評
価するのであろうが、ここでは、1 名から数
名の子どもたちを呼び出して、教室内で課題
（作文や形の名前の練習）に取り組ませる、
個別学習時間が取られていた。その様子から
評価されていることが多いようであった。ま
た、10 月にはかぼちゃのランタンを作ると同
時にくりぬいたかぼちゃに他の野菜を加え
てスープを調理する活動がこの時間に行わ
れていた。これも参加していない子どもに順
次呼びかけを行い、全員が少しずつでも参加
する機会をもつようにしていた。 
 同じ出身地の子ども同士であっても、母語
ではなく、英語で会話しているようである。
しかし、子どもにとって別の要素が入ってく
ると、母語に戻っていることもあった。サウ
ジアラビア出身の子どもの父親がランチ後
の自由遊び時間に迎えに来たことがあった。
その子どもは同じサウジアラビア出身の子
ども 2名と、イギリス人の子ども 1名と 4名
で遊んでいたが、父親が来たとたん、サウジ
アラビアの子どもたち 3名が母語で話し始め
た。すると、イギリス人の子どもが泣き始め、
そばにいた加配教員のところに走っていっ
た。いっしょに遊んでいたサウジアラビア出
身の 3人は何が起こったのか、わからなかっ
たようで、困惑していた。サウジアラビア出
身の 3名は、学校という場では、英語を利用
する「イギリス文化」、家庭ではスイッチン
グ行い、「サウジアラビア文化」で行動して
いたのだが、父親という家庭に属する要素が
入ってきたため、学校という場にも関わらず、
スイッチングが起こったのであろう。また、
イギリス人の子どもは、多様な出身地の子ど
もたちのいるクラスでありながらも、少なく
とも言語という意味では、多文化ではなく、
モノカルチャーな中に生きていたため、驚い
たと考えられる。 
 
③ 担任教師の教育観と子ども観 
 担任教員は、30 代であるが、教員になって
3 年のキャリアであった。前職はチャリティ
団体職員であり、とくに貧しい人々のハウジ
ングに関する仕事をしていたという。その中
で福祉的支援だけでは対症療法にしかなら
ず、根本的な解決の唯一の可能性が学校教育
にしかないと思い立ち、大学院で教員資格を
得たという。「子どもが将来、自分の生きた
い生き方を選べるために力をつけたい」とい
い、その力とは「学力、とくにコミュニケー
ション能力、それから人間関係構築能力」で
あり、「移民の子どもだけではなく、貧しい
子どもたちの親は家庭では子どもとコミュ
ニケーションをゆっくりと取る余裕がない
学校での英語は大切」だといっていた。しか
しながら、イングランドの教育方法について



は「発達にそぐわない早期教育」であるとし、
「よりヨーロッパ（大陸）での保育のやり方
の方が、のちの学力向上にも効果的だ」と述
べている。 
 この教員の子ども理解としては、中国出身
の男児についてのみ、「言語（英語）での表
現力に極端に優れている」と評価し、他の子
どもについては、人間関係の力についての評
価であった。その内容は、彼女自身重視して
いる評価項目にそったものであり、教育課程
と教員の教育観との重なりのところで理解
していることが分かる。そして、その子ども
の特性の背景として、その子ども自身の性格、
家族関係、出身文化、仲のよい子ども同士の
関係をあげているが、個々の子どもをステレ
オタイプ化することのないよう、「外国人の
子どもたちよりもイングランドの子どもの
ほうが学力的にも行動的にも問題が多いこ
とがある」など意識的に注意しているようで
あった。したがって、彼女の口からは、多文
化なクラスに生活することの影響というこ
とについては語られなかった。また、いわゆ
るクラス全体としての学びの共同体として
の育ちについては、質問したものの、とくに
考えている様子はなかった。 
 
（３）イングランドにおける多文化教育とヒ
ドゥン・カリキュラム 
 イングランドの幼児教育課程は、ホリステ
ィックな「遊び」を強調するようになってき
たものの、とくに FSP の評価によって成果が
見えやすく、KS 以上の「教科」の影響を受け
た要素論的成長観を基盤に持っていること
が分かった。評価項目・規準に示されるよう
な諸能力は、人類共通に求められる諸能力ば
かりではなく、とくに、人間関係や言語、コ
ミュニケーションといった文化に根ざした
ものについて強調される場合、よりその文化
化要請は強いものとなる。S 小学校の担任教
員のように、幼児期であるからこそ、このよ
うな諸能力の発達を重視するのであるが、そ
こには、イングランド的行動様式の獲得とい
うヒドゥンカリキュラムが存在していた。 
 とくにこれが教師主導の活動が中心とな
る教育方法によって実践されることになる
と、おのずとこの潜在的機能の効果は大きく
なるであろう。 
 それでは、どのような方法であれば、多文
化的状況にある学級において、潜在的同化機
能から、多文化的統合機能へと学校教育を変
容する可能性があるだろうか。S 小学校の事
例としてあげた「スーパーヒーロー」の活動
にその萌芽が見られると考える。そこでは、
自分の価値観による「スーパーヒーロー」の
表現をし、それが他者のそれと交流をもち発
展したため、5 週間もの長い活動として展開
したのではないだろうか。 

 教師がマジョリティで、教育課程が教師主
導ではなく、子どもの側から発案され、子ど
も自身が自発的に始め、進める探究活動
（IBL=Inquiry Based Learning) の場合、文
化的に多様な出自の子どもたちから出され
る考えも多様性を持ち、自分と異なる考えと
の出会い、葛藤、理解の機会が得られる。そ
うすれば、教師も多様性の一翼を担う存在と
して自らを対象化し、学級集団に位置づけや
すくなり、子どもたちとともに新たな文化を
創造できる可能性があるのではないかと考
える。その際、不可欠なのが、学級集団作り
ではないか。このような仮説にもとづき、差
異の強調に終始し、関係や集団が拡散するの
ではなく、学級集団としての新たな共同体へ
向けて、つねに再構成していくプロセスを今
後の課題としたい。 
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